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1．はじめに
内村鑑三（1861―1930）は、明治～大正期を代表する思想家の一人であり、日本が生んだ最大の
キリスト者の一人として、あまりにも有名である。社会批評家、教育者、自然科学者としても活躍
し、多くの著書・論稿がある。内村は地理学に対しても強い関心を持っていた。代表的な地理学的
著作は 1894年（明治 27年）刊行の『地人論』??（発刊当初は『地理学考』、1897年再販にあたり改題）
である。目的論に立脚する『地人論』は、その後興隆する日本のアカデミー地理学からの評価は低
かったが、近年、辻田（1977)??、石田（1983)??、岡田（1992)??、源（2003)??らによって見直され、
高い評価を得つつある（山口 2002)??
内村の地理学について地理教育論的視点から考察した山口（2002)??は、「地球との関連において、
人間のあり方がどのような存在として想定されているのかを究明することが地理学研究の目的であ
ると内村は考える」とその目的をまとめ、さらに「内村の地理学は単なる事実認識だけではなく、
人間存在のあり方、世界のあり方、文明のあり方、自己のあり方を地理学の中から考えていこうと
する点において、人間形成に対する意義、つまり教育的意義はきわめて大きく深く、ここに社会科
地理教育としての意義を見出すことができる」とし、内村を社会科地理教育論の先駆者と位置付け
た。しかし、内村の地理学観が地理教育を含む社会科的な教育に及ぼした具体的影響については、
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従来、ほとんど明らかにされていない。
そこで、本稿では、長野県を事例として、内村の信州人の天職論、及び 5人の長野県教育者に及
ぼした『地人論』の影響などについて考察し、内村の地理学観の社会科的な教育への具体的な影響
について明らかにする。長野県を事例として取り上げたのは、内村が長野県を幾度となく訪問して
いたこと、また、長野県の郷土資料中に内村に関する記述が多くみられることなどのためである。
なお、内村の信州人の天職論については別稿??で詳細に論じたので、本稿では要約的に述べる。
2．内村鑑三の長野県訪問と信州人の天職論
（1）信州訪問とその動機
米国からの帰国後、内村が講演等を行った国内の場所、及び長野県訪問の目的、場所を「年譜」??
より抜粋すると表 1、表 2のようになる。内村の居住地である東京は 87回と抜きん出て多く、長野
県での講演は 31回と 2番目で、東京を別とすれば、内村は長野県を最も多く訪れている。
内村が長野県での伝道、講演などに強い意欲を抱くようになったのはなぜなのだろうか。1899（明
治 32）年、初回の訪問における動機は友人の招きに応じて赴くという消極的なものであったが、1900
～1901（明治 33～34）年頃から積極的な動機に基づくものとなっている。1900（明治 33）年に、長
野県において「日本の将来と信州人の天職」???という講演を行っているので、この講演を行う際に、
内村の中に「信州人の天職」という考え方が形成され、長野県での活動に強い意欲を抱くようになっ
たのではないかと推測される。
（2）信州人の天職
内村はいくつかの論稿???で信州人の天職について述べている。それら論稿の内容を集約すると、以
下のようになる。
信州人の天職とは、クロムウェル、ワシントン、リンカーンのような、人権を重んじ、キリスト
教的観念を持つ人材、つまり日本を先導する大人物を育成・輩出することである。内村は長野県か
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表 1 内村の訪問先
東京 長野 栃木 大阪 北海 千葉 神奈 京都 兵庫 静岡 宮城 新潟
87  31  17  16  16  13  12  9  8  6  5  5
茨城 埼玉 山形 福島 群馬 石川 岡山 岩手 山梨 愛知 長崎 八丈島
5  4  2  2  2  2  2  2  1  1  1  1
単位：回
注 1：「年譜」『内村鑑三全集 40』，1949，pp.407-440より、「講演」「演説」
「説教」「伝道」を行った回数を各都道府県別に集計し作成した。
注 2：長期間滞在中に行われた連続講演などは 1回として集計した。
注 3：八丈島は東京都に属するが地理的に離れているため独立させた。
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表 2 内村鑑三の長野県訪問の年譜
西暦(元号) 年 月 日 場 所 目 的 備 考
1899(明治 32年) 39  4月 27日 上田 講演 演題「最大問題」
4月 28日 長野 観光 善光寺を見る
1900(明治 33年) 40  8月 15～18日 上田 講演 演題「基督教的人生観の一斑」
8月 19日 上田 説教
8月 20日 小諸 講演 演題「吾人の採用する道徳の種類」
10月 16日 上田 講演 演題「日本の将来と信州人の天職」
10月 18日 小諸 学術演説
1901(明治 34年) 41  9月 22～24日 穂高(研成義塾) 講演 演題「真理の攻究法」，三回連続講演
9月 25日 松本 講演 演題「信州に入るの理由」
9月 26日 小諸 講演 演題「新時代の最大欲求物」
1902(明治 35年) 42  3月 28日 小諸 講演 理想団小諸支部発会式にて講演
5月 21日 小諸 講演
5月 22日 上田・小諸 講演
1903(明治 36年) 43  4月 2日 上田 講演 演題「宗教の必要」
9月 19～21日 穂高(研成義塾) 講演 三回連続講演
1905(明治 38年) 45  9月 2～6日 小諸 伝道
9月 4日 浅間山 登山
1906(明治 39年) 46  10月 17日 小諸 講演 演題「新らしき誡め」
1910(明治 43年) 50  10月 15日 穂高(研成義塾) 講演 演題『教育の基礎としての信仰」
1916(大正 5年) 2月 8～9日 小諸
7月下旬～8月 7日 追分 滞在
7月 30日 小諸・上田 講演・説教
演題「汝らも亦去らんと意ふ
乎」
1917(大正 6年) 57  4月 22日 下諏訪 講演 演題「義なるキリスト」
10月 17日 別所 『聖書の研究』読者会に出席
1918(大正 7年) 58  8月 24～25日 軽井沢 講演
1920(大正 9年) 60  9月 1～4日 木曾・諏訪 伝道
1921(大正 10年) 61 7月 6日～9月 15日 沓掛 滞在
8月 2日 小諸 演説 小諸小学校浅間山研究会において
8月 4日 小諸 講演 演題「芸術として見たる人の一生」
1922(大正 11年) 62 7月14日～8月13日 沓掛 滞在
8月 10日 軽井沢 講演 演題「猶太人と日本人」
8月 11日 軽井沢 研究会出席 聖書教授法研究会に出席
8月 21～9月 14日 沓掛 滞在
8月 26～27日 沓掛 講演 『聖書の研究』読者会にて講演
1923(大正 12年) 63  8月 5日 軽井沢 講演 演題「宗教と実際生活」
7月 20日～9月 2日 沓掛 滞在 関東大震災のため帰京
1924(大正 13年) 64  9月 6～13日 沓掛 滞在 滞在中『羅馬書の研究』刊行
1925(大正 14年) 65  6月 9日～11日 沓掛
7月 24日～9月 9日 沓掛 滞在
1926(昭和元年) 66  7月 26日～31日 沓掛 滞在
7月 30日 軽井沢 講演
8月13日～9月15日 沓掛 滞在
8月 21日 軽井沢 演説 クラークの日本伝道について講演
※ 「年譜」『内村鑑三全集 40』，1984年，岩波書店，pp.407-439より作成
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ら新しい観念を持った人材が輩出されることを熱望した。人権思想とキリスト教的思想を併せ持つ
正義博愛、正義誠実の人材を信州の地において生み出し、日本における「精神的大革命」を起こす
ことこそが、信州人が神より与えられた天職であり、彼らがその天職を全うする必要性を強く主張
した。
（3）信州人の性格及び信州の地理的特徴と信州人の天職
「信州人の天職」を上記のように定めた理由として、論稿「第二回夏季講談会の地（信州小諸）」???
及び講演「日本の将来と信州人の天職」???で、内村は「信州人の精神的並びに道徳的特徴」（以下「信
州人の性格」と称する）と「信州の地理的特徴」という 2点を指摘している。
第 1点目の信州人の性格について、内村は『人国記』???なる地理書の記述から信州人の性格を捉え
た。『人国記』に「当国の風俗は、武士の風、天下一なり。百姓・町人の風儀も、健やかなること他
国の及ぶことにあらず。その生得義理強くして、臆する事なし。仮令の雑談にも、弱みなる事を言
はず。若し柔弱にして臆したる事、少しある者は、人これを嫌ひて交わらぬ風なり。尤も才覚もあ
る国なり。但し頑なに野鄙なる事は有りとぞ」とある。これから、内村は信州人の性格を武士道精
神に富んでいるものと捉えていたと考えられる。
内村の「日本的キリスト教」には、武士道精神とキリスト教精神との両精神が共存しているので、
信州人の「武士道精神」的性格は、信州人の天職の一部である「キリスト教的思想」を持つ人材の
輩出に連なると、内村は考えたのではなかろうか。
第 2点目の「信州の地理的特徴」ついてであるが、信州の持つ地理的特徴とは言うまでもなく「山」
である。内村『地人論』中の「山国」の項では、山国の地理的特徴と、山国で育まれた人々の人格
的特性が述べられている。第一に、山に囲まれている山国は、侵略に比較的困難であり、山国に住
む人々は他国に隷属することなく自由であると述べられている。このため人権尊重の精神が確立さ
れやすいと思われる。第二に、天の神に近いため神性が高く、神の黙示を受けやすいと述べられて
いる。神による黙示は思想となる。神の黙示によって生れた思想は、キリスト教的思想であり、人
権尊重、正義博愛といった精神であると考えられる。第三は、山国は英雄の出身地であることが多
いという点で、内村は、「英雄出所山水好、天真爛漫たる偉人は多く山より出て平地に尠し、」と述
べている。さらに山国の土地は「岩石狼藉して至る処耕耘に便ならず、加ふるに土地浅薄以て他州
の比すべきなし、」と述べ、このような土地を耕作し得る「剛骨男子」を山国は輩出するとする。つ
まり、山国のような痩せた土地は、物産面に誇れるものがないが、それゆえ教育に投資し、良き人
材を育成し、世界に輩出する。このような点から内村は山国から「英雄」が出やすいとした。この
英雄とはもちろん、上記 2点から、人権尊重、正義博愛、正義誠実の人物であり、そのような人物
こそが「精神的大革命」をおこし、英雄となる人物である。
このように、信州の地理的特徴は、信州人の天職を導き出す基盤になっていると内村は考えたの
である。
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3．井口喜源治及び木村熊二との交流
本章以降は、明治から昭和にかけて活躍した長野県の教育者 5人（井口、木村、浜、浅井、手塚）
を取り上げ、内村との交流、または内村の影響について考察する。5人は長野県教育史において重要
な地位を担い、大きな影響を及ぼしたと考えられる人物である。まず本章では、内村と同時代を生
き、特に親交の深かった教育者であり、キリスト教者でもあった井口喜源治と木村熊二の両氏を取
り上げ、内村との交流関係について述べることにする。
（1）井口喜源治
井口喜源治は 1870（明治 3）年南安曇郡東穂高村に生まれ、一度は小学校教師の職についたもの
の排斥され、1898（明治 31）年、研成義塾と称する私塾を設立した。井口が 1900（明治 33）年 7月、
東京角筈の内村の自宅を訪ねた時、内村は研成義塾の存在と井口の教育思想に大きな関心を示し、
以後、二人の交流は親密なものになっていく。そして、翌年の 1901（明治 34）年 9月 22―24日、
内村は研成義塾において「真理の攻究法」???と題した三回連続講演を行うことになる。
井口喜源治と研成義塾に対する内村の考えは、「入信日記」???に述べられている。
…「麻績を経て西条の停車場に達すれば茲に二人の兄弟の歓迎を受けた、二氏共に純潔の信州人、
有明山が人間となりて現はれし者、I君???は郷先生にしてM君は百姓である、余輩は両君に接して始
めて真性の信州に入つたやうな心地がした。（中略）人は山よりも大なるものである、余が信州に於
て見んと欲せしものは信州人と其の事業である。
南安曇郡東穂高の地に研成義塾なる小さな私塾がある、若し之を慶応義塾とか早稲田専門学校と
か云うやふな私塾と較べて見たならば実に見る影もないものである、その建物と云へば二間に四間
の板屋葺の教場一つと八畳二間の部屋がある計りである、然し此小義塾の成立を聞いて余は有明山
の巍々たる頂を望んだ時よりも嬉しかつた、此小義塾を開いた意志は蝶ヶ岳の花崗岩よりも硬いも
のであつた、亦此を維持するの精神は万水の水より清いものである。
信州の如き山国にも依頼派と独立派との二派がある、依頼派は政府万能力を信ずる派であつて、
何事にも依らず、議会、又は県会、又は郡会、又は村会の補助を仰がんと欲する者である、人は独
り立て天の神と己の腕に頼て大事を為し得べしとの確信は今や悲いかな信州の山中に於ても多く見
ることの出来ないものとなつた、然しながら信州人未だ悉く人間の軟体動物とはならない、安曇の
地にも少数のハムプデンは居る、郡費にも村費にも頼らない私塾を立てんとの大胆なる聖望は井口
喜源治氏なる或る学校教師の心に起つた、機械的にならずして精神的自由的なる教育を施さんと欲
するのが此若き郷先生の目的である。爾うして如何に勇ましく彼は戦ひしよ、亦今に尚ほ戦ひつゝ
あるよ。
然し彼は亦単独ではない、彼を援くるに彼と同じ志を有つたる百姓が有る、町人が有る、彼等は
相集て小額の金を集め、爾うして金の足らざる処は彼等の労力を寄付して茲に純粋なる独立学校が
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なつたのである 私立学校とし云へば京都の同志社、東京の青山学院、明治学院のやうに外国伝道
会社の補助を仰ぐ者もあれば、女子大学のやうに貴顕紳士の賛助に由て成る者もある、然し安曇の
研成義塾は小なりと雖も全く平民と日本人との力に由て成りし学校である 余は小にして大なる此
義塾を信州の地に於て発見して心窃かに信州万歳を絶叫せざるを得なかった、嗚呼、広き天下に此
小義塾に同情を寄するものは他にあるまい乎」…
このように、内村は井口の人柄とその事業に対してこの上ない賞賛を表した。言うなれば井口は、
前章で述べた「信州人の天職」を全うするための努力を体現している人間の一人であると言うこと
が出来るだろう。上記の引用文から分かるとおり、内村の捉えた井口の研成義塾創立の目的とは「精
神的自由的なる教育」である。内村は機械的な知識伝達の教育に比べ、井口の唱えた精神的であり
自由的な教育方針を賞賛したのである。
研成義塾創立 30周年記念式典における内村の祝辞（「回顧三十年」)???にも、内村の井口に対する高
い評価を見ることが出来る。この頃、内村は病床にあったため、祝辞は弟子の齋藤宗次郎が代読し
た。この中で特に井口の功績と彼の教育思想について、内村の賛同が大きかった部分を引用してみ
よう。
…「研成義塾は誠に小なる学校であります。多分之よりも小なる学校を想起す事は出来ますまい。
（中略）小学教育の完備を以つて全国に冠たる長野県に井口君の現はれしは不思議であります。教
育とは何ぞやとの問題に対し井口君は或る種の解答を与へたのであります。教育は校舎に非ず、教
育機関の完備に非ず、有資格教員の網羅に非ず、一人の教師が一人の生徒と信頼を以つて相対する
所に行はる」…
…「教育は第一に人格に関はることでありまして、知識は第二又は第三の問題であります。何を
学ぶ乎の問題ではありません、何を目的に如何学ぶ乎の問題であります。（中略）教育の目的は第一
に人を作るにあります。そして教師先ず人たりて児童に人たるの基礎を作る事が出来ます。ペスタ
ロヂが大教育家たりし理由は全く茲に在ります。斯く言ひて私は井口君をペスタロヂに擬するので
はありません。然し乍ら井口君が三十年施した教育は無意味でなかった、之にペスタロヂ的の意義
が有つたと言ふて憚りません」…
…「井口君と研成義塾とは明治大正の日本に於て教育上一つの貴き、意味の有る実験を試みられ
ました。後世大いに之に学び、之よりも更らに善き人格本位の独立教育が施さるゝに至りませう。
其準備となり参考となり、足台と成るを得ば井口君と研成義塾とは満足し、感謝すべきであると信
じます」…
内村はこのように述べ、井口を現代のペスタロッチ的教育の実践者と評し、知識よりも人格を第
一と考える内村の教育観が井口と同じであることを述べている。塩尻（1982)???は人格第一の教育を
「信州教育の本流的発想」とし、それは「研成義塾や内村鑑三と全く同一である」と指摘している。
（2）木村熊二
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木村熊二は 1842（弘化 2）年、桜井右門の二男として京都に生まれ、10歳で木村琶山の養子とな
り、1867（明治 2）年、25歳の時に米国留学を経験している。東京において明治女学校を創立し、
牧師としての活動も展開する中、1892（明治 25）年、伝道のために信州に入り、翌 1893（明治 26）
年、自ら塾長として小諸義塾を創立した。内村鑑三がこの小諸義塾に来塾したのは 1901（明治 34）
年のことである。1906（明治 39）年、小諸義塾は戦争の影響や資金が続かないことなどから、開校
から僅か 13年で閉校する。木村自身も塾長を辞し長野へと去っている。
1901（明治 34）年に内村が小諸義塾に来塾した際の「三たび信州に入るの記」???において内村は次
のように述べている。
…「小諸停車場に於て旧友木村熊二氏がいとも粗相なる衣物着て数年の勤労に頭に霜を混へ、而
かも前年に変わらぬ愛心を満面に浮かべながら余を迎へられしを見し時は、余の胸中に推察の情は
頓に急き来て余は車中に暗涙を禁ずる能はざりき、二日後の再開を約して千曲川の右岸を馳せ下れ
ば常例に依り上田の諸氏は停車場に余を迎えて余をしてまた里帰りの念を起さしめたりき」…
内村が上田町神道事務局にて講演「日本の将来と信州人の天職」???を行った後、約束通り小諸の木
村熊二に会っている。その時のことを木村の人物評も加え記している。
…「十八日午前十時半諸氏に送られて上田停車場を発し、車中に坂城より来られし友人に会し、
共に小諸に至て下車しぬ。
サテ之よりは小諸に於ける戦争なり、午後は木村熊二君と快談す、千曲川の辺に建てられし君の
小なる別荘に会し、信州の過去と未来とを談ず、君有数の才と識とを以て、消ゆる名誉を都人士の
中に求めず、夙に意を決して此地に退き 伝道と青年薫陶とを以て職とす、小諸義塾は重に君の熱
禱に依て成りし者、今や地方屈指の私立中学なり、君の感化今や全郷に及び、農に工に商に多少君
のインフルエンスを受けざるは稀なり、余は君に遭ふて実に君の地位を羨みたり、維新以来の君の
経歴を以て、海外に於て受けられし君の教育を以て、君は一身を此一地方の為に捧げて惜まず、是
れ基督の愛心に満たされし人のみ為し得るの事業なり、余は多くの若牧師、若伝導師、殊に洋行帰
りの神学者が君の此行為に傚はん事を願ふ者なり、神若し許し賜はゞ余自身も何時か君の例に傚は
ん事を欲す」…
このように、内村は木村に対し強い畏敬の念を持っていた。それは地方の教育に身を捧げる木村
の姿勢に心打たれたものであったことが読み取れる。「青年薫陶」にその力を惜しみなく注いだ木村
も井口同様、信州人の天職を体現した人物といえるだろう。
以上、内村と井口、内村と木村のそれぞれの交流関係について述べた。井口、木村は共に私立学
校を起こし、公立学校では不可能な教育を行っていた。そのことに内村は強い関心を示したが、最
も賞賛したのは、内村の唱えた信州人の天職を体現している点であり、長野県から大人物を輩出す
るための事業を行っていることであると思われる。内村は両氏を、自分の主催する誌面に登場させ
たり、直接義塾へ訪れて講演をするなど、彼らを強力にバックアップし、長野県における「人格第
一の教育」の存在、研成義塾・小諸義塾の存在を社会に大きく知らしめたのである。
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4．浜幸次郎と浅井洌
（1）浜幸次郎
本章では、浜幸次郎、浅井洌の両氏に対する内村の影響について考察する。まず浜幸次郎の教育
観、浜に対する内村の影響について述べる。
浜の経歴については、中村佐伝治『県歌「信濃の国」を考える』???における記述によって紹介する。
浜は諏訪郡中洲の出身、1865（慶応元）年に製糸家の八曽右衛門の長男として生まれた。1888（明
治 21）年、尋常師範学校を卒業後、一年間附属の訓導をし、東京高等師範学校に進学した。1892（明
治 25）年卒業後、北海道師範に奉職し、その後、長野師範に戻って数学や科学を担当している。長
野師範では後に紹介する同僚の浅井洌と特に親しかった。浅井は、浜の恩師でもあった。その後、
同校附属主事を兼任する。1903（明治 36）年、長野飯田高女校長に就任する。その後、上京して中
学校校長になり、1905（明治 38）年には東京市学務課の主席視学に栄進した。1915（大正 4）年、
信州に戻り、郷里の諏訪に近い山梨県師範学校の校長になり、1919（大正 8）年の定年まで同校に奉
職した。のち東京中野の私立の女子美術の佐藤高等女学校において校長を戦前まで務めるなか、信
州から大勢迎えた長野県師範学校卒業生の同窓会東京支部を設立し、初代会長となり、1952（昭和
27）年頃まで務めた。
このような略歴から推測できるように、浜が信州教育界において持つ力は小さくなかったと思わ
れる。
浜が長野師範の附属主事であったころ、元の附属主事であった先任の白井毅らに頼まれ、更級郡
信濃教育界支部において「信濃教育論」???という講演を行っている。講演の内容は『信濃教育雑誌』
第 145―147号（1898（明治 31）年）に 3回にわたって掲載されている（以下第 1報～第 3報とする）。
まず「信濃教育論」（第 1報）についてみてみよう。
冒頭において浜は、「信州教育を論ぜんとする者にして、之を信州の地の理に考へ、之を信州の歴
史に徹し、之を信州の現時に鑑み、以て将来永遠の主義方針」を考察するものであると本論考の趣
旨を述べ、続いて、「一家には一家の家風あり、一町村には一町村の町村風あり、我信濃一國には亦
信濃の國風あり」、世界の国々の中には、「米国風あり英国風あり、露西亜風あり、支那風あり、将
た日本風」があると述べる。そして、「抑国の風と云ふべき者は、各個人と立派なる者となさば、自
ら立派の風を造り得べき事は勿論ながら、豫め如何なる風に造らんかとの事は之を定むる必要あり」
「扨之を豫め定めんとするには、其郷国の地理歴史より、過去現在の人情風俗を基礎として深く考
えざるべからず」と述べる。
このように浜は信州の教育は信州の歴史、風土、地理、人情等に根ざした信州独自の教育であら
ねばならないと強く主張する。この考え方は、内村が『地人論』において「天職」を導いていった
際の考え方によく似ている。ところで、内村が長野県を最初に訪問したのは 1899（明治 32）年であ
り、「日本の将来と信州人の天職」???の講演をしたのが、1900（明治 33）年であることから、浜が「信
54 谷田部 喜 博・山 口 幸 男
濃教育論」を論ずるにあたって、内村に直接会ったり、内村の講演を聞いたことが契機になったり
したことはありえない。したがって、浜が参考としたのは既に 1894（明治 27）年に刊行されていた
内村の『地人論』であると考えられる。そこで、浜の「信濃教育論」の中にみられる内村『地人論』
の影響と思われる部分を取り上げてみよう。
「信濃教育論」（第 2報）に次の記述がある。
…「夫れ山河の形成の、人の気質に関する事多きは古来曰ふ所あり、名山大川偉人を生するは唐
人もいへり、又地理学上の研究によりても、英雄の出所山水好し、天真爛漫たる偉人は、多く山よ
り出でて平地に少なきを示せり、詩人『ゲーテ』は歌えり、『知能は閑静の地に發りて、品位は社会
繁雑の中に養はる』と」…
山は英雄、天真爛漫たる偉人を輩出するところであり、知能の発するところであると述べられて
いる。この発想は、「地理学上の研究によりても…」と明記されているように、地理学の影響があっ
たと思われるが、この「地理学上の研究」というのが内村の『地人論』のことであると思われる。
そこで、内村『地人論』中の「山と英雄」をみると次のように述べられている。
…「英雄出所山水好、天真爛漫たる偉人は多く山より出て平地に尠し、」…
…「詩人ゲーテ曰く、智能は閑静の地に成形し、品位は社界繁雑の中に熟す」…
両者を比べれば明らかなように、極めて類似した文章の内容であり、「信濃教育論」のこの箇所は、
『地人論』を参考に書かれたものと考えられる。
また、「信濃教育論」（第 3報）には次のような論述がある。
…「地理学上より歴史を見たる者は曰へり、山国の人は、過激なる愛国心を有すると共に、嫉妬
深くして怨恨長し、些少の事をも永久忘れすして、之を含む風ありて、快濶磊落の風なしと」…
上記の文章は山国に住む人々の性格について書かれたものであるが、山国の人は愛国心、嫉妬、
怨恨が強く、些細のことも忘れない性格であると述べている。こちらも「地理学上より歴史を見た
る者」と明記されているが、この人物は内村のことであると考えられる。そして、内村『地人論』
中の「山国の欠点」には次の記述がある。
…「山間の民の特徴として激烈なる愛国心を有すると同時に、嫉妬憎悪の念に深く、針小些細の
過失は百世に亙る怨恨の基となり、郡は郡と争い、村は村に抗し、外に強敵の犯すなき時は、内訌
紛擾の中に日を送るを以て常とす、」…
以上のように、浜と内村の論述はいくつかの点で非常に類似している。浜は、内村の『地人論』
中の「山国」について述べられている部分を、信州の地理に置き換えて論じたと考えられる。二人
が直接対面したという記録は残っていないが、教育者である浜が内村の書を読んでいたとしても不
思議ではない。中村佐伝治（1990)???はこの当時の信州教育者たちについて、「信州では鑑三の一高事
件などは少しも問題にしていなかった。それより鑑三や、志賀重昂の知事殴打事件等は、正義感の
現れと取られ信州人では立派な教育者として同情されていた。そしてこの人達の地理学や歴史学の
新鮮味ある本を競って求め読書欲を満たしていった」と述べている。
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これらのことから、浜の「信濃教育論」は、内村『地人論』の影響を受けたということができよ
う。
（2）浅井洌と「信濃の国」
浅井洌は長野県歌「信濃の国」の作詞者として有名な人物である。そのため、まずは「信濃の国」
について述べておく。
市川・小林編著『県歌・信濃の国』???によれば、「信濃の国」は 1899（明治 32）年に、小学校唱歌
として発表された。当時長野師範学校教諭であった浅井洌が作詞、同じく長野師範の依田弁之助が
作曲を手がけた。しかし依田の作曲は古めかしくあまり歌われなかったため、作詞はそのままで、
1899（明治 32）年に長野師範に転任した北村季晴が新しい曲を作曲し、現在に至っている。校歌を
持たない長野師範にとって「信濃の国」は実質的な校歌となっていた。長野県の小学校教育界にお
いて、長野師範卒業生は主導的役割を果たしていたため、「信濃の国」はほとんどの小学校で教えら
れ、その結果として長野県民歌としての地位を確立したとされている。「信濃の国」は長野県内の地
理歴史を盛り込んだ地理歴史唱歌である。そのため強い風土性を持ち、長野県出身者の望郷の歌と
して愛され、長野県民に連帯感を持たせる歌とも捉えられる。中村一雄（1992)???は「「信濃の国」が
歌える者は、長野県人かあるいは信州教育で育てられたあかしの所持者だといえる」と述べており、
長野県民に深く浸透している唱歌ということができる。長野県の児童、生徒にとって、「信濃の国」
は自県の地理的特徴や歴史的事象・人物を概観できる郷土教育的教材として価値あるものといえよ
う。
それでは、浅井洌の経歴と浅井への内村の影響について述べる。
浅井洌は 1849（嘉永二）年に松本藩士大岩昌言の第三子として生まれ、1861（文久元）年同藩士
の浅井家の養子となった。1872（明治 5）年、筑摩県学校漢学科句読掛として赴任、その後、松本小
学校を経て、1886（明治 19）年、長野県尋常師範学校に転任した。前項でもふれたが、浅井と浜は
師弟関係、同僚関係であり、二人は同じ舎監であったため特に親しかった。1899（明治 32）年には
「信濃の国」の作詞を担当する。これを小学校唱歌として発表し、1926（大正 15）年に退職するま
で、同校で国語漢文と習字を担当した。浅井は 54年間の教職歴の中で 40年間長野県尋常師範に奉
職し、三千数百人もの教師を育成した。長野県師範退職後の 1938（昭和 13）年、浅井は 90歳の高
齢で没している。ここで彼のもう一つの側面にも触れておきたい。浅井は自由民権運動の先駆者と
して精力的に活動していた。中村一雄（1992)???によれば、「浅井は民権結社奨 社の創立に加わり、
機関紙『月桂新誌』に投稿して大いに自由教育を主張し、教育施策を提言」したと述べている。こ
のように浅井はその生涯を信州教育者の育成に捧げた。
さて、浅井に対する内村の影響についてであるが、これは「信濃の国」への影響と置き換えるこ
とができる。
先ほども取り上げた中村佐伝治『県歌「信濃の国」を考える』???では、浅井が、「内村鑑三の『地理
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学考』の中の『英雄の出ずる所山水好し。天真らんまんたる偉人は多く山より出で、平地に少なし、
（中略）』と読み終わった時の感動が、そのまま『信濃の国』の六番で、青少年を励ます歌になって
いる」と述べている。「信濃の国」の六番最後の一節は「古来山河の秀でたる 国は偉人のある習い」
であり、この意味内容は、内村の『地人論』中の「山と英雄」における「英雄出所山水好、…」の
一節に非常に良く似ている。浅井本人には内村と対談するなどの記録は残っていないが、浜同様、
内村の著書を読んでいたとしても不思議はない。
このことから、長野県に大きな影響を与えた県歌「信濃の国」への内村の影響、つまり、「信濃の
国」作詞者浅井洌への影響を見ることができる。
以上、浜幸次郎と浅井洌の二人に対する内村『地人論』の影響について考察した。浜、浅井の両
者とも信州という土地に根ざした信州独自の教育を求めていた。これはまさに郷土教育的発想であ
る。信州は山国であり、日本の屋根である。そのような山国における人格形成を考える上での理論
的背景となったのが内村の『地人論』であったといえよう。『地人論』そのものは世界的スケールの
話であるが、その理論を国内において適用したものと考えられる。
5．手塚縫蔵
（1）手塚の教育論
手塚縫蔵は長野県の教育者であると同時に、キリスト教信者としても著名な人物である。手塚の
略歴を『手塚縫蔵遺稿集』にある「年譜」???から抜粋し表 3に示した。
これから分かるように手塚はその生涯を教育に捧げた。各学校の校長を歴任し、信濃教育会評議
員を 4年、東筑摩教育会会長を 12年連続在任するなど信州教育界における彼の力は大きかったとい
える。彼はまた、敬虔なキリスト教信者という側面をもっていた。24歳の時にキリスト教に入信し、
終生信仰を持ち続けた。それゆえ、当時日本のキリスト教信仰の代名詞的存在であった内村とは思
想的な共通基盤をもっていたと考えられる。塩入（1982)???は「手塚は一九九六年（大正五年）六月
から松本で聖書研究会を始め、この会が松本日本基督教会となり今日に続いている。彼はまた、一
九一九年（大正八年）一月からは雑誌『基督者』を発刊し、日本基督教会の信州の七教会を横に繫
ぐ働きをなしている」と述べている。このように、長野県におけるキリスト者たちの核として活躍
した手塚の影響は教育会にも大きな影響を及ぼしている。「彼の導きにより信者となった教員は二百
人、校長は三十人といわれ、教育会の中に手塚の影響を受けたキリスト者が多数生まれた」という
記述からも、手塚がキリスト教を通して、信州教育会に大きな影響力を有していたことが推測され
る。
それでは、手塚の教育論について考察しよう。表 3にもあるように手塚は『信濃公論』、『信州教
育』などの雑誌に多く寄稿し、後年には講演やラジオ放送などでも述べている。その内容に大きな
変化がないことから、手塚の教育論は雑誌に寄稿していた頃にはおおよそ完成していたと考えられ
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表 3：手塚縫蔵の略歴
西暦(元号) 年 主 な 出 来 事
1879年(明治 12) 1歳 ・東筑摩郡広丘村吉田に生る。父由蔵、母ぬいの長男、家は農業
1885年(明治 18) 7歳 ・この年吉田学校に入学
1893年(明治 26) 15歳 ・村井学校高等科卒業
1894年(明治 27) 16歳 ・吉田学校の受業生となり教育界に入る
1898年(明治 31) 20歳 ・長野県師範学校に入学。校長正木直太郎、教師に高橋白山、高嶋平三郎、
浅井洌あり、薫化を受ける
1902年(明治 35) 24歳 ・長野市朝日町日本基督教協会にて高木信吉牧師により原源蔵と共に洗礼を
受け信仰生活に入る
・長野師範学校卒業(中略)卒業式終了後友人と上田に行き内村鑑三の講話を
聴く
・明倫堂にて内村鑑三の「コロサイ書」の講義を受け「大いに黙して事をせ
よ」「天の力をうけて耐忍せよ」と教えられる
・東筑摩郡和田尋常高等小学校に就任
1904年(明治 37) 26歳 ・県官の忌諱および原龍豊長野県師範学校長の辞職を単独で勧告した理由に
より休職を命ぜられる
・神学社開校と同時に入学 校長植村正久、教頭柏井園について基督教の真
髄を学ぶ
1905年(明治 38) 27歳 ・上高井郡川田尋常高等小学校に復職 主席訓導として小泉鶴松校長を補佐
する
1909年(明治 42) 31歳 ・伝道者か教職への復職かで苦悩す(中略)上京し植村正久に復職の決意を告
げる 師は強く伝道せよと命ずるも固辞して去る
・東筑摩郡会田尋常高等小学校訓導兼校長に任ぜられ着任す
1910年(明治 43) 32歳 ・松本の基督教協会にて西沢千代と結婚式を挙げる 木村熊二牧師司式、杉
本栄太郎保証人
・『信濃公論』第 66号に生の筆名にて「奉仕の生活」を寄稿 以後同誌に卓
上雑説「宗教の独立」「校長とは何か」「信州教育の本義」「信州は信州なり」
「信州教育の一転機」などの断想を寄稿し約二年におよぶ
・『信濃公論』第 66号に嶺間生の筆名にて「奉仕の生活」を寄稿 以後同誌
に卓上雑説「宗教の独立」「校長とは何か」「信州教育の本義」「信州は信州
也」「信州教育の一転機」などの断想を寄稿し約 2年におよぶ
1915年(大正 4) 37歳 ・『信濃教育』第 349号に「信州教育の真意」を寄稿す
1916年(大正 5) 38歳 ・東筑摩郡和田人上高等小学校訓導兼校長に任ず
・東筑摩教育界常任委員に当選
・この年より昭和 10年まで連続信濃教育会代議員となる
1921年(大正 10) 43歳 ・東筑摩郡島内尋常高等小学校訓導兼校長に任ず
1923年(大正 12) 45歳 ・信濃教育会の評議員となる 以後 4年に及ぶ
・東筑摩教育会副会長に選任さる
1924年(大正 13) 46歳 ・東筑摩教育会長に選任さる 以後昭和 11年 4月 30日退職まで連続在任す
・東京高等師範学校教授樋口長市臨時視学員学校視察に来校、道田視学、豊
田長野県師範学校長(中略)小学校教員 200名参観 午後二時より批評会あ
り、手塚校長の人格教育論及び参加者の論難により当局の弾圧意図くじか
れ、六時半閉会す
1925年(大正 14) 47歳 ・一年間空席の塩尻尋常高等小学校訓導健校長に突如任ぜらる
・期するところあり退職す
1927年(昭和 2) 49歳 ・東筑摩郡片岡尋常高等小学校訓導兼校長に復職する
1933年(昭和 8) 55歳 ・長野市での連合校長会で「人格」を提唱す「從って天に至る」
1934年(昭和 9) 56歳 ・午後東穂高村に講演「人格を信州教育の第一義とす」
1936年(昭和 11) 58歳 ・退職辞令を手にす 放課後これを語る「凡てよろし御栄の為也」
1937年(昭和 12) 59歳 ・豊州村にて午後一時より「信州教育の真意」人格主義を説く 60名
1947年(昭和 22) 69歳 ・NHKラジオで「信州教育の真意」を放送す
1948年(昭和 23) 70歳 ・長野県教育委員選挙に立候補す(中略)「負けて勝つものなり」と、落選す
1952年(昭和 27) 74歳 ・東筑摩教育会館の落成式に参列 内村先生の語を説く「時、所、位の論」
1953年(昭和 28) 75歳 ・「信州の使命果して如何」林虎雄知事に上申す
1954年(昭和 29) 76歳 ・坂井村の成人式にて「日本人の使命＝信州の使命」を語る
・心臓衰弱により浅間の寅居にて召天
※ 「年譜」手塚縫蔵遺稿集刊行会編『手塚縫蔵遺稿集』，pp.209-255より作成
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る。
手塚の論稿の中に、「それ天下、地気を離れて人生はない」（「信州は信州也」，明治 43年 5月，『信
濃公論』第 80号)???、「この地気なるものをはなれて真の教育はあるべきではない」（「信州教育の本
義」，明治 43年 2月，『信濃公論』第 67号所載)???といった内容のくだりをいくつか目にすることが
できる。そして、手塚は、「信山の地気はとこしえに信山の地気である。乃ち信州の教育は長へに信
州の教育であらねばなら」（「信州教育の本義」）ないとした。また、「中国、九州、名古屋、静岡の
定見なき模倣は、吾が教育を侮蔑するもの」（同前）、「徒に四辺の騒々しきに奔走して、新事珍想を
あさっても、一片の確き操持なき限り生命はない。況んや進歩発展をや。（中略）信州は極端までそ
の特色を発揮すべし。而してあくまで地方色を保守すべし」と、他地域の教育を模倣することは無
意味なことであり、信州教育はその地方色を保持していかねばならないと述べている。
このように手塚は、信州の「地気」に根ざした信州独自の教育の必要性を主張した。それでは信
州独自の「地気」とはどのようなものなのか。彼は論稿「信州教育の眞意」（大正 4年 11月，『信濃
教育』第 349号所載)???において信州の「地気」について以下のように論じている。
…「所謂信州の地気如何。御互に見る通りである。高くして寒く潔い。雄々しく強く大きい雲と
山に鎖されて、深く遠く世を隔つべく神秘の相である、長安に遠く日に近い。人事よりは天に親し
き形勢である神州日本の祭壇は、吾が信州の高原であるべき心地がする。」…
手塚はこのように、信州の「地気」の特徴的なものは、雲と山に周囲を囲まれ、俗世と隔てられ、
天に最も近いことであると述べている。
ここで「地気」について少々補足を加えたい。「地気」という言葉は、現在一般には常用されてい
ない。手塚の使った「地気」という言葉はどのような意味を持つのであろうか。
藤田（1989)???は地気という言葉に注目しているが、それによると「「地気」という言葉は今は使わ
れないが、明治時代のものにはときどき見られる。空に陽が輝き、星がきらめき、雲が流れ、雨が
降る、これを「天気」という。山あり谷あり、水が流れ、木が繁り、草がもえ、花が咲く、これを
「地気」という。「天気」のほうは毎日用いられているが、「地気」は「自然」という言葉に置き換
えられてしまった」とある。
『大日本国語辞典』によれば、「地気」の語義は以下の通りである。
①大気の精気。動植物の生育を助ける地の生気。
②地から立ち上る気。水蒸気。
③その土地の気。気候。風土。
④土壌中の空気
⑤接地。アース。
手塚が使用している「地気」をこれらの語義の中から選択するならば、③の「その土地の気。気
候。風土。」に近い概念であると見ることができるだろう。
さらに、地気の「気」という言葉に着目すると、『広辞苑』によれば、大気や空気といった自然的
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な語義も含まれるのは勿論だが、「生命の原動力」「心の動き・状態」「精神」といった人文的な語義
がある。「地気」は、このような各々の土地の自然とその土地に生きる人々の精神とを加味した表現
であると考えることができる。
明治期に使われていた地気の一概念を説明するものとして笹川種郎の『日本地気論』（1898)???があ
る。これによると、「地あり、人あり、而して史あり。地と気との関係を説くもの、是を地気論とな
す」「地気なるものは一種の理なり、一種の原則なり。理なり、故に依て以って盛衰興亡の所以を説
くを得べし。故に推して天下の大勢を説くべし」とある。また、その地気の「発動し転移したる状
を察し、其所因を論ずる」ものが日本地気論であるとしている。
話を戻そう。手塚は、信州が雲と山に隔てられ神に最も近い土地の地気を持つとした。つまり、
信州の地気は「山国」の地気である。彼は山国の地気をもつ信州に生きる信州人の使命について述
べている。その際、彼は蘇国（蘇格蘭＝スコットランド）が信州と同様に山国の地気をもつ土地で
あるとし、「信州は信州也」???において以下のように述べる。
…「信州の日本に於けるは是非とも蘇国が英国に於けるが如きでありたい。又しかあらねばなら
ぬ。信州の使命は蘇国の使命である。蘇国の使命は過去に於て現在に於て見事に果され、又なされ
つゝある。蘇国は山国である。山は黙示をうくるの處、随って思想の生まるる處である。所謂事功
の場ではない。静思悟道が分である。散文でなく詩である。事業家にあらずして設計家、科学にあ
らずして哲学、道徳にあらずして宗教である。而して蘇国は今日誠に英帝国の精神であり思想であ
り祭壇である。」…
蘇国の使命をこのように述べた手塚は、「浅間山と千曲川が在る以上、信州の使命は明白で彼れ是
れ言う餘地はな」く、信州は「日本の蘇国、理想の国、操持の国、やがて品性の国」であると述べ、
その山国的地気から信州の持つ使命は、スコットランドの持つ使命に同じであるべきだと主張した。
そこで教育者である手塚は、「信州教育の本義」???において、スコットランドと同様の使命を果たす
ために、山国信州の地理的特徴より来る信州独自の教育の特徴として、以下の三点をあげている。
第一に、信州は「山は深くて河源は遠い。理は微に入り論は細を究めねば承知できぬ。論理の国
であって遂に哲学の国である」と述べ、信州教育に哲学的要素を必要としている。第二には、「信山
信水悉く清籟清韻、信州は正しく詩の国である。趣味の国である。高き文芸の国、美術の国」と、
芸術的要素の必要を述べ、そして第三に「己に哲学的であり、芸術的である以上、こゝに来ねばな
らぬ道理である。（中略）所謂非世間的である。所謂非実用的である。不便利である、不融通である、
気が利かぬ方である、鈍である、遅である、愚にして頑であるべきである。只意志である。宗教的
であるべきである」と、第一、第二を合わせ、宗教的要素を持つ教育の必要を述べた。
以上にあげた信州教育の特徴である三点は一つに統べることが出来る。手塚は、「総括して曰ふ、
信山の教育は人格的であるべきである」と述べ、信州教育は人格を育てる教育であるべきだと主張
した。そして、彼は続ける。「頻りにその辺で言ふ実業教育とは何の意か。真実業を作らんとの意な
らば可。而してそは特に言ふの要がない。単にパン製造器を求むるの意とせば信州教育の賊である。
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吾信州教育は器を作るのでない。人を生むのである。世才の教育ではない。意気の感化である。（中
略）論じてこゝに到り余はひそかに思ふ。天下の真教育は遂に斯くあるべきものであると。然り信
州山河のたゞずまい、地気は信州をして永遠に教育の国であるべく使命を負はしめたというべきで
ある。」
このように述べた手塚は、信州独自の教育は知識・技術に偏重した「実業教育」ではなく、人格
を育成する「人格教育」であると主張した。そして教育本来の目的は人格の育成であると考え、そ
の実現に取り組むべき地気を有した信州が「教育県」としての使命を神より与えられたとした。
そもそも人格教育とは何か。『現代学校教育大事典』によれば「人格教育」とは、一般的に「特定
の能力や学力をその一部として含み、かつその用い方を方向づける子どもの人となり、人格性など
全体としての子どもの生き方、ものの見方、考え方などの価値観に直接かかわるような、広い意味
での道徳性・倫理性を育てることを目指す教育」とある。
そして、手塚の唱えた人格主義教育は、概して「教育は技術や方法でもなければ制度でもない。
また理論でも、言葉でも、行動でもない。人間の存在そのものが教育でなければならないとする『存
在は教育なり』の精神」（『東筑摩・塩尻教育会百年誌』，1984)???であり、手塚自身、「人生は使命也。
存在は即教育也。」（日記 昭和 17年 7月 17日）と述べている。
このように手塚は、人格と人格の接触においてのみ教育はあること、そして教育者としての人格
を高め、人格高潔な教育者の存在そのものが、学習者の人格を高めることができると考えていた。
さらに人格主義教育論に関して、そのキリスト教的要因を考えるときに、彼の晩年のNHKラジオ放
送での原稿「信州教育の真意」（昭和 22年 2月 22日放送)???にその精神を窺うことができる。「人間、
かへり見てすべて相対的で不完全、不徹底、不如意、不純むしろ矛盾、背反、不仁、不義、不信で
ある以上、自ら眼をあげて高く天と言ひ、神と言ひ、精霊と言ひ、絶対的方面に向ふのは誠に当然
であります。即ち人格は天に根ざします。絶対に神を背景とします」「人格は神の栄光であります。
死して死せず、永遠無限の真生命であります」とある。このように手塚は信州独自の教育の必要性
を主張する論拠として、地気を掲げる一方、キリスト教的見解からも人格主義教育論を唱えたので
ある。そして、手塚の主張した人格主義教育論は「やがて東筑摩教育会のバックボーンとなり伝統
精神となった」（『東筑摩・塩尻教育会百年誌』)???と紹介されている。
以上のように、手塚の教育論は、山国信州において、その山国的「地気」に根ざした教育であり、
知識・技術の育成よりも人格の育成を目的とした長野県独自の教育であった。次に、内村の手塚へ
の影響について述べる。
（2）内村の手塚への影響
まず、内村と手塚の両者にどのような接触があったのかを明らかにする。表 3からも読み取れる
ように、手塚は内村と直接関わりをもっていた。塩入（1982)???は両者の交流についていくつか言及
している。
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…「1902年 3月 27日、長野師範学校を卒業した手塚は、卒業式が終わるやいなや友人二人と上田
町に赴き、内村鑑三の講演会に出席した。内村の著書を愛読していた彼等は、憧れの内村の講演に
列して心躍ったに違いない。」…
…「1904年 7月、時の長野県師範学校長長原竜豊が師範学校長として適任でないと考え、手塚は
単独で辞職の勧告を行ったが、これが問題化し休職を命ぜられた。直ちに上京して植村久弥に会い
(中略)、神学社に入学した。内村鑑三は『君は良き師を得たり』と祝福したという。」…
さらに手塚自身も後年、女鳥羽中学校職員に対して行った講演「信州の使命」???の中で内村との出
会いを次のように述べている。
…「先生は佐久の小諸や上田によくおいでになった。私が先生に初めてお会いしたのは上田であっ
た。まだ長野の学生のころであった。私は先生にお会いしようというので友人と汽車はあったが徒
歩で上田まで行ったものだ。」…
そして、この講演において手塚は内村の「不敬事件」に対する評価を加えている。
…「先生は日本における大予言者――リーダーであった。先生の予言は着々と当たる。先生はそ
の当時国賊といわれていた。一高、当時の東京第一中学にいられた時、『勅語は私はおがみません。
レスペクトはするがワークショップはしない』といわれたのが問題となって国賊と呼ばれたのであ
る。そしてついに追放までうけたが、その時の弟子に矢内原、南原などがあった。このふたりとも
東大の総長になったというわけである。」…
このように、手塚は同じキリスト者として、また教育者として内村の講演や内村の著書に親しみ、
いく度も談を交えた様子がうかがえる。さらに手塚は『地人論』について同講演で紹介している。
…「先生の書いたものに『地人論』がある。人間と土地、山との関係を科学的にいろいろ述べた
ものがある。先生の著書は信州人に今も昔も最も多く読まれているということである。」…
手塚はこのように述べ、内村を師と仰ぎ、手塚自身が『地人論』を読んでいたことを明らかにし
ている。また、塩入（1982)???は、手塚が尋常師範学校在学時代に「『日本及日本人』『帝国文学』『太
陽』『聖書の研究』等の雑誌を愛読し」ていたと述べている。
以上、手塚と内村の交流について述べたが、両者は幾度か直接対面して話をしている。手塚は内
村を非常に敬愛しており、「憧れの存在」であったと考えられる。内村の「不敬事件」に対する手塚
の評価はむしろ高く、手塚は教育者としてキリスト者として内村を師と仰ぎ、内村の著書・論稿を
好んで読んでいた。
それでは、『地人論』等の論稿から影響を受けたと考えられる手塚の論考を取り上げ、内村の著作
との類似性について検証していきたい。
まず、信州の「地気」についてであるが、手塚は信州の地気とスコットランドの地気の類似性に
着目し、信州は日本の中で、イギリスのスコットランド的な役割を担わねばならないと考えたこと
は先に述べた。対して、内村『地人論』では、「英雄出所山水好、天真爛漫たる偉人は多く山より出
て平地に尠し。見よ、幾多の剛勇なる世界人物は岩石多きスコツトランドの産出にかゝるを」と、
62 谷田部 喜 博・山 口 幸 男
述べられている。浜や浅井にも影響を与えたと思われる内村のこの一文は、手塚への影響も確認で
きる。手塚は信州独自の教育によって新たな思想をもった大人物の輩出を唱えた。これはイギリス
における山国スコットランドの役割であることを『地人論』で確認した手塚が、日本の山国である
信州の役割として読み替えたものであると考えられる。
また手塚は信州の「地気」に関して次のように述べていた。
…「所謂信州の地気如何。御互に見る通りである。高くして寒く潔い。雄々しく強く大きい雲と
山に鎖されて、深く遠く世を隔つべく神秘の相である、長安に遠く日に近い。人事よりは天に親し
き形勢である神州日本の祭壇は、吾が信州の高原であるべき心地がする。」（「信州教育の眞意」)???
周囲を山に囲まれ、標高が高く寒冷な長野県は、山々によって近隣地域と隔てられている。その
ため政治や経済といった人間社会の諸事象よりも、標高の高さゆえに天上の神に近く、長野県は神
からの啓示を受けやすい環境であると手塚は述べている。手塚のこのような記述は内村『地人論』
中の「山と黙示」による影響であろうと考えられる。「山と黙示」で内村は以下のように述べている。
…「山は天よりの黙示の降る所なり、其空気透明にして四隣静寂なる、其俗界より高くして天上
に や近きこと、黙示の山上に多くして海面に尠なき理由ならんか、」…
内村『地人論』の考え方は、手塚によって「地気」とその土地に住むものの「使命」として、そ
の名を変えているものの、確実に受け継がれている。
以上、手塚への内村の影響を述べた。先にも述べたが、手塚の人格主義教育論は山国である長野
県の地理的特徴、つまり長野県の地気に根ざした独自の教育であり、知識・技術よりも人格を中心
に育成するものであった。手塚のこのような郷土の地理的特徴に根ざした教育思想は信州独自の郷
土教育的発想をもった教育思想であるといえよう。以上に上げたいくつかの点から、手塚の人格主
義教育論は内村の『地人論』及びその他の論稿の影響を強く受けていると考えられる。世界的視野
を持った内村『地人論』に書かれた「山国」の特徴は、手塚によって山国信州の地理的特徴に読み
替えられ、信州独自の教育を導き出していくに至った。手塚が内村と同じキリスト教信者であった
ことも、内村のキリスト教的世界観を基盤とした地理学を吸収しやすくしたと考えられる。
6．まとめ
本研究おける考察の結果は、以下の 5点にまとめられる。
① 居住地東京を除けば、長野県は内村が最も多く講演等を行った場所であった。
② 内村は、信州人の性格及び信州の山国的な地理的特徴に基づき、人権を重んじ、キリスト
教的観念を持つ正義博愛の人材の育成・輩出を信州及び信州人の天職と考えた。
③ 内村は、研成義塾の創始者井口喜源治、小諸義塾の創始者木村熊二の両氏を、信州人の天
職を体現し、かつ人格第一の教育を実践している者として高く評価し、両氏及び両塾の存在
を広く世に知らしめた。
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④ 内村の『地人論』及び「信州人の天職」は、浜幸次郎、浅井洌の郷土教育論の理論的背景
となった。
⑤ 長野県教育に大きな影響を与えた手塚縫蔵の信州教育論である「人格主義教育」は、内村
の地理学における山国の地理的特徴を信州の「地気」と捉え、長野県の郷土教育として性格
づけたものといえる。手塚の人格主義教育がキリスト教を基盤としていた点も、内村の考え
方を受容しやすくしたといえる。
以上の点から、内村の地理学観は長野県教育に大きく影響した。内村は、長野県教育の郷土教育
的側面に理論的バックボーンを与えたといえるのではないだろうか。
今後の課題としては、以下の 4点があげられる。
第一には、本研究で対象とした 5人の長野県教育者と内村との関係について、更に詳しく考究し
ていく必要がある。
第二には、今回あげた 5人以外の長野県教育者への影響についての調査が必要である。特に、長
野県の地理教育者として名高い三沢勝衛（1885～1937）の教育論への影響などについても、明らか
にしていく必要がある。
第三には、長野県以外の地域への影響について明らかにしていくことである。内村の出身地であ
る群馬県への影響、足尾鉱毒事件等で幾度となく訪れている栃木県への影響などについては、未だ
明らかでない。
第四には、歴史的教育及び公民的教育などへの内村の影響を調べることにより、社会科教育的に
更に意義を持つものになると考えられる。
本研究は谷田部喜博の平成 15年度群馬大学教育学部卒業論文「内村鑑三の地理学観の長野県教育
への影響」に加除修正を加えたものである。
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